
A
A
A

Y
V
V

あっ
た
が
、
休
火
山

が
ひ
と
た
び
噴火
す

日
本
人へ
の
安
全
対
持
そ
鵠
ずる
よ
う
要’

悶
諸島

の領
有楢を

台
湾、中国
が
強
〈

十二
月三
十

日に
は中国
政
府
外
交部が

領
有
権
凍
結
に
動
い
たの
に
’ ，

るや
、
中国
人
社会は
た
ち
ど
こ
ろに一

求し
たと
い
う0・
・

λ
－

J
P

．
主張
しはじ
め

たJ
すな
わ
ち
、台
湾で

強硬な
声明
を発表
して
い
るー
その後
・

イ
ラ
ク

の
クウェ
ー
ト
侵
攻に
よ
る
中

致
して
反
日
感
情
を
あ
ら
わ
に
す
るのだ

・
報道に
よ
る
亡
、

領有権が
外
交上
は

は
同年八
月二
十二
日
、
制道明
外
交
部

戸
は
、日
中
国
交樹立に
際して
こ
の
問
題

胤
危
機
に
直
面して、
わ
が
国
の国
際
的

引
・

九
一
＼
T，

い附 －
J－d

i－川
潔
結状

態に
あっ
た
尖
閣諸

島に
日
本
のz
長
が
立
法院で発

言
し、
次
いで
中
国
側

・
が双方
の
外
交努力で
回
避
さ
れ、
先の

訟の
あ
り方につ
い
て
の
認
識
が
深

ま

M

a

協mm
一

右
翼
団
体が
昨
年一ハ
月、灯

室設
置

の新
華
社
が
同年
十
二月
三
日に
震
な

都市平
発
言も
あっ
て
事
態は
鎮
静化し

υ、
国
連
平
和協力
法
案
の
国
会
論
議
も

J

HM
am
川

し
、
こ
れを
海上
保
安庁

が航
路
標
識と
・論
陣

を
張り
、同二
十
九日には
「
米
日
たの
で
あっ
た
。

mm国FL，田明．，

，
．

－4
うや

く
開
始
さ
れ
た
。
他方
で
は
来年

；：1ぃ－J

l
｜ヘ

出
月のゴ
ルパ
チョ
ブ・
ソ
運

大
統
領
来

日
に
そ
な
えて
、北方
領
土
澗
題が重
要・．

砧
段階
に芯
し
か
かづ
て
き
て
い
る
。
こ

雄嶺

． 

．
 
．

 
．．．

 
．

 

if:':.< 
く二孟よ二ジ、

話語

ω
よ
う
な
矢
先に
恩

わ
ぬ

出来事が
起
こ

J
た
。事
と
次
第に
よっ
て
は、
当
面の

U
本
外
交
の
展開に

大
きな
足
かせ
に
な

り
か
ね
な
い
事
態が
進
行
し
そ
うな
気
配

じ
あ
る
。

い
う
まで
もなく、
去
る
十月二
十一

υ
に
尖
閣
諸

島（
中
国
名・
釣
魚台）
で

ヰ
じ

た
台
湾漁船阻
止
事
件
に発
端
す
る

口
湾、
香
港、
中
固
な
どで

の
反日
行動

ω
発
生
で
あ
る。
か
つ
て一
九七
0
1

七

一
年
の
尖
附
緒品
問
題
のと
き
も
そ
うで．

授教大韮聞外
＼・
京・

東 中嶋

h
に
閣制羽
並
白人
主
司
日
リ
百
垣
内
ソ
百
守
陣一
ど
》
’一

ペフ
日uH

言
thp
日
ド
H
疋

G一
－
耳目
制m

l

一

し
て
認
知
す
る
方
針
を
固
め

た
こ
と
か

’
ら
、
台
湾の
高
雄
で
聞かれ

る
運
動大
会

・の
聖
火
隊が
漁
船で
尖
閣諸島

に
上
陸し
－

Z
台
湾の領
土
で
あ
る
こ
と
を
主張
し
ょ

うと
し
、b
が
国
の海上
保
安庁の
巡
視

船
が
阻止
し
た
こ
と
が
事
件の
あ
rb

まし

で
あ
る
。それに
し
て
も
、な
ぜ
現
時点

で
こ
の
よ
うな
事
態になっ
た
の
か
、
私

た
ちは
冷
静に
分
析し
て
み
な
け

れば
な

ら
な
い
。

よく
知
られ
て
い
る
ように
、・
こ
の
問

題は一
九七
四
年＋

月
、
中
国
の
郡
小平

副総
理
〈当
時）
が領
有
権の
棚
上
げ
を

発
言
し
て
以来
、
外
交上
は領
有
権
を
棟

結
す
る方向へ
と
動
い
てき
て
い
た
。．

そ
れに
先
立つ
歩
みと
し
ては
、一
九

六
八
年
、当
時のエ
カ
フェ
（国
連
ア
ヲ

ア
様
東経
済委
員

会）
に
よる
調
査
結
果

に
基
づき
、一
九七
O

年
に日・
斡・
台

合
同の民
間連
絡
委
員

会に
よる
大
陸
棚

調
査
が行
わ
れ
よ
うと
し
た前
後か
ら
尖

，
 

BL・－

が
、
すで
に
香
港や
台
湾で
は、
一
部の

激し
い抗
議
行
動
が起
こ
り、
わ
が国の

香
港総領
事は
香
港政
庁に
た
い
して、．‘

,,; l=t ・
ず

・約 λ Lこ．がり入し－傭のりか
点目．：、しに．中・「

．な2平覇ー
ヴ和措九て友」．七ー
き好条八た条項年

と ． ま定る 摂 題 鰍棚田 園田園園田園田園田見・、 己主吉年湾史 う
レ つ 「 ー拠に 露議務瀦鶏理Ill・E・圏園置.. ・E・－園田園圃園田E し目張ーのを的にいA

i_ ＼ かた中九にな 麟譲簸綴祖国園田.置－園田－・E・ － て本し 倭？含 記、ず吉A.. .三辛 しく 甲 四しつ 襲欝鱗欝畢F園園田町田圏－圃圃圃 圃圃・・ 以A-.、 逗Zむそ同れ湾Aゃ、出盆ハてて 一一 ． 一…一来二一重量中れ島ののA.. ..自 今て筆年いい ム 2 ・ p ・ ・） . の宣．方退国ぞC瓜
由岡い垣版るな尖平後関さし確が八 了一務年 る実 費 、 期側れ領争心・ ・社 民 な函の。か蘭和の条れた認及年八省三 官 。効震日にはの宥領．あ
会 話 いご史 ど つ暫条サ約たこしん・ 〉アt男・月本 支困宅＼ ま古言 橋土， る
t ポ 0 � 墾 また且約ンに日とて．でに五解八政． ． 配郎側でく，いにも. J. 狂態 忘戻志？尽にフお消、日い消年答日府 をがJさ明分っそ人つを 会箇おさまおラい戦台本なの（発には 主こヱか代がいうはv ...
て分 間内手を1 ついンて事情領い契・明・表 ： 正．ー・ ．張の八のーあてで 冶＂￥＇＂・r
活字 露譲住裏を石支均ゑ議場E警警主在宅 住 警 合弓霊弓時 雲 静V
台る は審あな問、 コ戦下謡入を配十、外二 い発年て六台歴よ

霊童雪ぎ喜望易展ぞを士努李喜薬害吹緊要芸豪雪罰き虫夏宗室霊警
て期なとげ平よ化高よ台経登湾に伴経はり1炎．府。し ・ 人主院つが党・は
認定日号尺雪是震えぞ裏話窓語審ぞ話一重芸客思考ぎき俊正面謀長

（ 丈塁走議怒童書童書展堅企管室去三重室生ζ控塁c�示8き恩悪 窓
なきによか国にがえも社と会の好つのと年いこ対、てなるもとで．．一．意駒
かでもうつは大アよい会 的最でつと民のるとし日いりも日
じあつな慎、き汐うよでi量成高ああこ主 自 4とがて台る冷の本明糧の2； ．まろな出重今くアといの力吻指るりろ化．覚は、さ断こ静の政らな．国離：
ム三室奈妄房警 去 ＝毒需委窓意。 4孟皐き見官警意宗マ手宮宅猛霊ぞこ 、 く間し千い格もー たは 本一．しい、感ま来注事く樟あに；保野
お と日て題て幣る的きのら 、 ． 人歩い社日情な．、目態の、り立・守党．．を本はでい地。なわ推し台 のと進会台の点目さを心原、ち派・，·－

・
…滞日時

反動
派の
わ
が
国
海底
資源の略
奪を
許

とき、不可
解なこ
とに
中
国
は
同年
四

さ
な
い」
との『人民
日
報』
社説
が発・
月
、三O
O
隻
近い
漁船を
急

に
尖
閣諸

表
さ
れた0

・

島
周辺に

派
遣し
、再び大
き
な
問
題に

翌七一
年
に
な
ると
、沖
制返
濯
に
関

なっ
た
。その
後も
中
国
側
は
問題
を開

通して
日
米
間で翻
印
さ
れた沖制返
還

われれば領
有
楠を主
張
し、
最
近で
は

協
定が
尖
閣
諸品を
対日
返
迎

地域に
含

八
九年五
月に
中国
外交部ス
ポ
l

クス

んで
い
た
こ
とが中
国
を刺
激し
、
同年
・々
ン
が発
言
し七
い・たザ

(正論-冷静かつ慎重に対処しよう(産経新聞-1990.10.27


